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2024年 信託法学会報告発表「信託受託者としての信託銀⾏は契約に記載されている以
上の注意義務を負うか？」

東京⼤学⼤学院法学政治学研究科博⼠課程

杉村 健太（Sugimura Kenta）
博⼠課程

商法（会社法・⾦融法）、信託法

主な経歴・学位等
⾦融機関勤務
東京⼤学⼤学院法学政治学研究科修⼠課程

最近の主要業績

2022年 「気候変動に係る株主総会の課題と意義」（みずほ学術振興財団第63回懸賞論
⽂⼊選論⽂）

2015年 『リスク社会を⽣きる若者たち：⾼校⽣の意識調査から』（⼤阪⼤学新世紀レ
クチャー）「第2章 ⽇常⽣活場⾯における規範意識」⼤阪⼤学出版会
2014年 第65回関⻄社会学会報告発表
2022年 みずほ学術振興財団第63回懸賞論⽂(法律の部) 佳作（⼊選）

判評 「⺠事信託組成に係る専⾨家の責任範囲」東京地裁令和3年9⽉17⽇ジュリスト1586号
127⾴（2023）
「⾦融機関による預貯⾦の払戻し留保の妥当性」東京地裁令和4年3⽉30⽇ジュリスト
1588号109⾴（2023）

資格 2014年 宅地建物取引主任者試験合格
2015年 専⾨社会調査⼠
2018年 1級DCプランナー（企業年⾦総合プランナー）認定試験合格
2020年 ⽇本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA）

2024年 「信託受託者としての信託銀⾏は契約に記載されている以上の注意義務を負う
か？」（修⼠論⽂）


